
Title ポー短編小説の一側面(2)

Author(s) 松阪, 仁伺

Citation Osaka Literary Review. 1977, 16, p. 73-82

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/25639

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



ボー短編小説の一側面(2)

松 阪 仁 伺

皿 物語の視点について

'OLR14号 で論じた"Willi
amWilson"に ひき続き本号では"TheTell-

TaleHeart"と"TheIlnpofthePerverse"を 論じる。その前にまずこ

こで予備的な考察として,こ れらの物語を解釈する鍵 となる叙述の視点に

っいて考える。"WilliamWilson"を 含めこれらの4つ の物語は物語の構

造 として1つ の共通性を持っている。それは主人公は即ち語 り手であ り,

さまざまな出来事はすべてこの語 り手の視点で述べられているということ

である。いずれの物語においても何らかの罪を犯した主人公が過去を回想

しながら語 っている。それゆえにこれらの物語のさまざまな異常な現象を

考える前 にまずこれらの語 り手自身をよく吟味する必要がある。というの

もわれわれはいろいろな事件を語 り手とい うメガネを通して見るわけであ

るから当然そのメガネ自体が問題となるのである。つまりこれらの主人公

とい うメガネは無色透明で何の曇 りも歪みもないメガネであるのかという

問題があるのである。とてもそ うとは考えられない。このことをそれぞれ

の主人公について少し老えてみる。まずWilsonに ついては14号 でこの

話がこみ入っているのは語 り手が自己疎外された人間であり,物 語は1人

の人間 の 申 の1面 からなされるためであるということはすでに述べた。

"TheTe11 -TaleHeart"の 主人公は自分が狂入であると思われていること

を強 く意識してわれわれに何度も例をあげてそれを否定する。 しかしこの

彼の主張はそれが繰 り返される程,ま すますわれわれの確信が高まるとい

う皮肉な効果を持 っている。それゆえに彼の物語は全面的には信用できな
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いかもしれないのである。例へば彼は老人の眼に恐怖心を持 っているがそ

の理由については語らない。彼は意識的にそれを隠 しているのかも知れな

い,あ るいは狂っているために自分でさえもその理由を知ることができな

いのかもしれない。いずれにしてもこの主人公の話の奥に真の理由が存在

するかもしれないとい うことはありうることである。 さてこの 主人 公と

"TheImpofthePerverse"の 主 人公 に共通して
,異 常な点は彼 らが

Wilsonと 同様自己疎外された人問であるということである。 彼らは 自分

自身をわれわれの前に無情な殺人者の姿で提示するし,彼 ら自身 もそ う信

じている。 しかし実際はそ うではないのである。このことについては後に

論ず る。"TheBlackCat"の 世界はもっとも怪奇な,超 自然的な世界で

ある。そこではわれわれの日常の理性的な秩序が破壊され,無 気味な黒猫

が主人公を狂気 と破滅に追いこむ。 しかしこれは世界自体の秩序の崩壊で

はなく,崩 壊 してい くのは主人公自身の理性的秩序であると老えられるの

である。この点については次号においてくわしく論じる予定であるQ

いずれにしてもこれらの主人公たちの物語は主人公自身が異常であるた

めに全面的に信用することはできない。 といってもこれらの主人公が うそ

を言 っているというわけではない。 これ らの物語はすべて主人公の主観的

事実なのである。それゆえに主人公が狂っているとしたら,客 観的な事実

がそれ と異なっているかも知れないということは大いにありうることであ

る。だから主人公たちの記述をうのみにせずにその奥に意味を探った り,

あるいは主人公 とい う歪んだ メガネに修正を加えることにより,こ れ らの

作品を解釈す ることは許されるべきことであり,ま た妥当な方法であると

思われる。

lV``TheTell-TaleHeart"と``TheImpofthePerverse"

この"TheTell・TaleHeart"と い う物語では 日常 性 がぎ りぎ りのとこ

ろまで削 ぎ落 されてい る。登 場人物は主人公 と1人 の老人 であ るが彼 らの

名前 はおろか,年 令,職 業,日 常の行動な ど全 く明らかにされ ない。 さら
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に言えば 彼らは同じ家に住んでいるのではあるが,彼 らの関係さえも不明

である。 ただただわれわれに迫 ってくるのは語 り手 と老人 との不可解で異

常な関係 であ り,殺 害の経過 とその発覚だけである。まるで悪夢のような

物語であ る。DanielHoffmanDやMarieBonaparte2)は2人 の関係を

Poe自 身 と厳格 な養父 であ りたびたびPoeと 諍 を くりかえしたJohn

Allanと とらえている。 筆者自身もPoeの 伝記を読んでこの物語を読む

時には,Poeの 幼い頃の直接の経験が土台になっているとい う印象はぬぐ

いカミたいのであるが,と もあれ2人 の関係は父と孑,あ るいは伯父と甥と

いうような非常に親 しい関係であることは否定できない。

この物語でわれわれをもっとも当惑 させるのは殺人の動機である。主人

公は老人 を愛 していたと言い,老 人のお金 に野心を持ったこともなかった

と言 う。ただ,奇 妙なことではあるが主人公の語るところによれば彼を不

断に苦 しめ最後には老人を殺害することを決意させたのは老人の眼であっ

た。実際彼が憎んでいたのは老人自身 というよりむしろその眼であったの

だ。その眼をこの世から抹殺するために老人を殺してしまう。この点はい

かにも不可解である。普通殺人が行なわれ る場合には,そ れな りの理由が

考えられ るものである。憎しみのあま り,あ るいは金銭欲などの利己的動

機でとい うことであればその行為はわれわれが是認するものでないにして

もある程度われわれを納得させる。あるいは子が親を殺すという異常な事

件においてもその事情を覗い知ることができれば何ほどかでもわれわれを

納得させる動機が存在するのが普通である。ところがこの主人公の場合に

はそのようなものは全 くない。単なる眼が殺人の契機になるなどとはいさ

さかもわれわれを納得させる力のない動機であると言わざるをえない。そ

れゆえにわれわれはこの物語を常人の理解を超えた狂人の物語であるとき

めつけた くもなるのである。が,果 してそうであろうか。この異常性は人

間の心理などを無視 した単なる作 り事なのであろうか。そうとは思えない

のである。 この物語が異常な力をもってわれわれに迫 り,ま た再読に耐え

るという事実,あ るいはBaudelaireのPoeの 小説は 心理小説 として読
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まれるべきであるという主旨の指摘などを考えに入れればこの物語の奥に

何か心理的な意味を発見できそ うに思われる。

さてこの眼の意味を考察 しようとす るのであるが,ま ず この物語の中で

それがどのように描写されてい るかをみてみる。問題 となる,老 人の片方

の眼はEvilEyeと 言われている。EvilEyeと いうのは見るだけで人 に

害を与えた り,殺 した りする力を持った眼のことである。次の引用を見れ.

ぼそれがどのように主人公をゾッとさせたかがわかる。

One of his eyes resembled that of a vulture—a pale blue eye, 

with a film over  it.3) 

I saw it with perfect distinctness—all a dull blue, with a hideous 

veil over it that chilled the very marrow in my  bones.4)

ここでは老 人の眼はvultureの それ に譬 え られ てい る。Poeの"Sonnet

‐ToScience"に お いて
,vultureはscienceに 譬 え られ それ は醜 い事実

を露呈す るこ とに よ り,詩 人が宇宙 に対 して持 っていた夢 想や神話 を破壊

してしま うもので あった。そ こで,老 人の眼=scienceと い う等式 が成 り

立 ち,老 人 の眼は何か この詩におけ る科学の役 割を持 ってい るとい って も

よさそ うであ る。次 の引用は主人公が老 入を殺害 しその死 体を部屋 の中 に

隠 した後 で言 うこ とば ある。

"I then replaced the boards so cle
verly, so cunningly, that no 

human eye—not even his—could detect anything wrong. There 

was nothing to wash out—no stain of any kind—no bloodspot 

 whatever.")

死体を うま く隠 してしまって 主 人 公 はいささか 得意気であるが,not

evenhisと い う部分に注目したい。hisは 勿論hiseyeの ことであるから

この部分を日本語に訳せば,「彼の眼でさえも」ということになる。彼とい

うのは勿論,老 人のことである。老人の眼は常人以上に鋭い眼をしていて,

主人公は常に何か不都合なことをその眼に見つけられないか とビクビクし
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ていたのではないかというふ うに感 じられないであろうか。主人公は老人

の眼に異常なほど恐怖心を持 っている。眼が恐 しいということはとりもな

おさずその眼によって見 られ ることが恐 しいということであろう。それで

はなぜ見 られるとい うことが恐怖につながるかという問題であるが,上 に

あげた引用にその解決の糸口があるように思われ るが,そ れを手がか りに

してもっと一般的に考えれば次のように考えられ るのではなかろうか。

まず"TheMurdersintheRueMorgue"の 申の1つ の興味深い挿話

を紹介す る。

ある晩 に語 り手は名探偵のDupinと 一緒にたがいに無言で散歩 してい

るが,突 然にDupinは 語 り手が考えていることをいいあてる。驚いた彼

はその理由をただす。Dupinに よればそれは何げない動作を観察するこ

とにより彼の観念の連鎖をさぐりあてえたということであった。 これは極

端な例であろうが,わ れわれでもある人の性情をよく知っていれば,そ の

行動を観察することにより老えていることを知ることができるということ

はあ りうることである。逆に言えば他人に見られている時には,あ る程度

自分の内面 をさらけ出すことにもなる。

つま りこの主人公が老人の眼に対して持っていた恐怖というのは自分の

心の申までその鋭い眼で見透 され るという恐怖ではないであろうか。彼は

老人が禁ずること,是 認 しないことを企らんでいたかもしれない,ま たう

そを言 ったかもしれない。その時にその眼はそれを見透してしまう力を持

っていた,あ るいは少な くとも彼にはそ う感じられたためにその眼は憎悪

の対象になっていたのではなかろうか。その憎悪の申にはその秘密を見 ら

れた上での叱責,恥 辱なども含まれているであろう。あるいは主人公は何

か老入のものを盗んだ り,禁 じられたことをした りしている時に常にその

眼に見つめられているように感じたのではあるまいか。あるいはほんの少

しでもその証拠が残っていれば,た だちに老人の眼はそれを看破 しえたの

ではなかろうか。それゆえにこそ老人の眼が恐ろしかったのではなかろう

か。
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さてこの主人公が子供であるかどうかは少な くともこの物語からは知 る

ことはできないが,彼 の感 じている恐怖は本質的に子供のものといえ る。

大人がわれわれの心の中を読んだ り,あ るいは秘密を見出す特別の力 を持

っているように感 じられ るのはわれわれの幼時の体験である。この主人公

には大人が見ていない行為は大人には知るすべがなく,自 分が考えている

ことを自分の心の中だけにしまっておけば大人はただ推測することができ

るだけであるということがわからないのである。彼は常に老人の眼によっ

て内心を見透されているように感じているのである。

DanielHoffmanは 主人公と老人の関係をPoe自 身と養父JohnAllan

と考える。それゆえにHoffmanは 老人の眼を父親の子供を監視するすべ

てを見る眼と考える。この監視は勿論子供の良心の源泉であ り,父 親の厳

格な正邪の観念を子供に植えつけるものである。それゆえにこの眼は子供

の恐怖の対象 となるのである。つま り子供がほんの少 しでも道を踏みはず

せば,そ の眼はすぐにそれを見つけるからである。

2人 の関係をPoeとJohnAllanと とらえればこのHoffmanの 論は

妥当なものと思われ る。そうであれば,そ の父親の眼は子供の良心の象徴

と考えることもできるかもしれない。"WilliamWilson"に おいては,わ

れわれは第2のWilson(良 心)が 主入公にしつこくつきまとい悩ますの

を見た。 この眼を良心の象徴と考えればそれはこの物語の主人公にとって

第2のWilsonの ようにわずらわ しいものであった とも考えられる。

さてこの物語の中でもう1つ 不可解なものは老人の心臓の音である。主

人公は自分自身を神経過敏であると言 うのではあるが,彼 は老人を殺そう

とする時に聞こえるはずのない綿に くるまれた時計のような老人の心臓の

鼓動の音を聞 く。また最後の場面では殺 したはずの,だ から絶対聞こえる

はずのない老人の心臓 の音を聞 く。 これ らは共に幻覚であろう,あ るいは

自分の心臓の音 ととり違えたのかもしれない。この2つ の奇妙な現象は私

にはわからないが,少 な くとも主人公が非常な神経的な興奮状態にあるこ

とだけは確かである。ここではそのことに関係 して,主 人公が自分自らそ
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の罪を告白す るという奇妙な行為について考えてみたい。

"TheImpofthePerverse"に おいても同様 な事 件がおこる
。 この主

人公も綿密な計画のもと完全犯罪をや り遂げ,遺 産を相続す る。発覚す る

おそれは全 くなかったと彼は言 う。ところがこともあろうに,あ る日何か

に取 り付かれたかのように精神的混乱に陥いった彼は自分自らの手で自分

自身を警察の手に委ねてしまう。彼は自分が罪を告白した瞬聞のことを全

く覚えていない。その様子を彼は他人から聞 く有様である。

They say that I spoke with a distinct enunciation, but with 

marked emphasis and passionate hurry, as if in dread of 

interruption before concluding the brief but pregnant sentences 

that consigned me to the  hangman .6)

この瞬間に彼は全 く別の人間になって しまったかのような印象をうける。

この2つ の物語の主人公の行動のパターンは多少の違いはあるに しても同

じものと考えられ る。 この到底常識では想像もできない,そ のつもりもな

いのに自分自身の罪を告白す るとい う不可解な現象をどのように解釈すべ

きであろ うか。この2つ の物語だけをい くら子細に読んでもこの謎を解 く

ことはできない。 しかし他の物語に眼を転じれば,見 たところ少 し違いは

あるけれども結局同じ現象が起っているのがわかる。その物語とはつま り,

OLR14号 で論 じた"Wi11iamWilson"で ある。そのOxfordで の賭博の

場面で主人公のWilsonは イカサマである貴族 か ら莫大な金額の金をま

きあげる。その時第2のWilsonが 突然現われそのイカサマをあばいてし

まう。第2のWilsonは つま り主人公のWilsonの 良心 なのであるから,

彼自身が罪を告白した と考えることもできる。そ うすれば今論じている2

つの物語の問題に してい る2つ の場面 と同じものと考えられる。そ うだと

するとこの2つ の物語の主人公とWilliamWilsonは 結局同じタイプの,

同じ精神的な構造を持 った人物ではないか という疑いが生じる。実際によ

くよく検討すればそうであることがわかる。
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そこでもう1度WilliamWilsonの 特徴を挙げればその攻撃性で あり,

利己本位の利益だけを追求する執拗さである。彼にとっては自分がすべて

であり他人を踏みつけた り,自 分のために利用することをあた り前のこと

と考える。彼の眼から見ればイカサマで大金をまきあげることも,他 人の

妻を誘惑す ることも悪いこととはうつらない。法律や道徳などは嘲笑 って

いるように見える。 しかし実際にはそうではなくて,彼 の中には奇妙な形

でではあるが良心が存在することはOLR14号 で論じたとうりである。 こ

のOxfordで の場面をもう少し子細に検討すると,Wilsonが 巧に良心の

干渉を避けようとしているのがわかる。彼が自己の不当な行為を正当化 し

ようとする理屈は次のようなものである。まず彼は賭博の相手の成 りあが

りの貴族に対 して自己の優越を信じている。また,そ の貴族が持つ富は莫

大なものであり,ご く簡単に手に入れられたものであるために,た とえイ

ヵサマで少しぐらい金をまきあげてもそれはそう責められるべき行為では

ないと考えているのである。しかし実際には彼の予期 とは異な り,Wilson

は相手の貴族を完全に破滅においやるのである。それだからこそ,そ の瞬

間に彼の良心(第2のWilson)が 出現 してイカサマをあばいてしまうの

である。

さて"TheTel1-TaleHeart"の 主人公はごく些細なことが原因で殺人

を犯すのに道徳的な意味における何らのためらいを感じていない。殺人を

犯した後でさえも死体をうまく処理して世間の眼をごまかせばそれでこと

足 りると考え,何 ら自己の罪を悔いる様子は見 られない。"TheImpof

thePerverse"の 主人公も財産のために人を殺すことを屁 とも思 っていな

い し,殺 人の後に後悔する様子もない。彼らは全 くの冷血漢であって良心

のかけらも持ちあわせていないように見える。しかし果してそうであろう

か。WilliamWilsonの 場合と同様答えは否である。 まず第1に 自己の意

志に反した行為であるとはい}x,彼 らが自らの罪を告白したということは,

彼らの中に良心(社 会的自我)が 存在する何よりの証拠ではなかろうか。

そこでやは り彼らについても本能的で反社会的な自我と良心の関係が問題
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とな るカミこれ につい てはOLR14号 でWilliamWilsonに つ いて論 じた

部分が彼 らにもあてはまるので ここでは詳 し く論じない。

ここで は14号 で少 し紹介 したself-alienationと い う概 念 で これ らの主

人公 たちを特徴 づけてみたい。Self-alienationと は 本 当 の 自己(one's

actualself)か ら の疎外を意味す る。 自己疎外 された人 とい うのは 自分が

本 当に感 じること,好 む こと,信 じる ことつ ま り本 当の 自分に気づかない

あ るいは忘 れて しま った人 の ことであ る。つ ま り彼は 自分 自身を見失な っ

て しま ってい るのであ る。KarenHorneyはself-alienationは 自己欺瞞や

抑圧のせい であ るとす る。 例えばそれは人が 自分 自身 に対 してidealized

imageを 持 つ時にお こるとい う。Idealizedimageと い うのは人が 自分 自

身 に対 して持つimageで あ るカミ,imageと い う言葉 自体が暗示す るよ う

にそれ は本 当の自分か ら遙 にへだた った ものであ り到底 な り得 ない理想の

姿で ある。 勿論その人本人 はその ような ことには気づい ていない。そ して

人 が自分 自身 をidealizedimage通 りの人 間である と信 じ る時 に自己疎外

が お こるので ある。7)

この現象 をこれ らの2人 の主人 公にあてはめてみれ ばWilliamWilson

の場 合 と同様ぴ った りあては まることがわか る。つ ま り彼 らがわれわれ読

者に描 き出 してみせ るところの冷血漢 とい うのはidealizedimageで あ ろ

うと思われ るので あ る。勿論彼 らは 自分 自身をそ うであ ると信 じてい る。

あ るいは この冷血漢 とい うの は彼 らの1面 にす ぎないのであ るが,彼 らは

自分 自身 を このimageに あわせて しまい,自 己の中の良心 の存在 を否定

して しま っている。 あるいは彼 らは も とも と良心な ど持ちあわせ ていない

と自分 自身 を信 じている。 しか しなが ら彼 らの本当の姿 とい うのは彼 らが

自分 自身 をそ うであ ると信 じこんでい る利己的で残 酷な 自我 と,良 心 をあ

わせ もった姿 なのであ る。 ところが彼 らは自分 自身をただ利己的な冷血漢

と信 じてい る。それゆえに彼 らは冷血 漢 とい うidealizedimageを 持 つ こ

とに よ り本 当の 自己を見失 な って しま ってい るので ある。

さて これ らの主人公たちの我知 らず 罪を告白 して しま う場面は この よう
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に彼 らが自分 自身の中 にそ の存在 を否定 してしまっていたが実際 には心の

中 に しっか りと根 をは っていた良心 が,主 人公 の心理的 なバ ランスの乱れ

に乗 じて突然 に現われた と解釈 できるのではなか ろ うか。

さて周知 のよ うに,"TheImpofthePerverse"に お いては,主 人 公

は人 間の中 に理性では とて も理 解す ることので きない"perverseness"が

存 在す るとい う。そ して この主人公 の説 明によれば彼 の奇妙 な行為 は この

"perverseness"に よ るので ある
。 そ こで 当 然 に今 まで論 じてきた ことと

"perverseness"と の関係 が問題 とな るわけであ るが
,Poeの 言 う"perver・

seness"そ の ものを検 討す るの も簡 単な ことではないので この間題 は次号

におい て論 じる予定で あ る。

注

この小論文はOLR14号 の続 きである。14号 においては"WilliamWilson"を 論

じた。拙い論文ながら14号 も読んでいただければ幸いである。とい うのもそうしな

いと,本 号 もよく理解してもらえないと思 うか らである。この論文の,あ るいは誤

っているか も知れないが,最 も根本的な点は本号で論じた2つ の物語を"William

Wilson"と 関係づけたことである。 その理由というのは,物 語の形式上の一致,

主人公がよく似ていること,ま た自己の意志に反して罪を告白するという奇妙な現

象がいずれの物語にも見 られ るとい うことなどである。
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